
　瀬戸内の海を臨むベイタウン尾道エリア内に社屋を構え、米麦卸売業・LPガス販
売・ガス機器販売・施工事業を展開する尾道食糧企業組合。設立から70年以上を経た
今もなお、食とエネルギーの供給により地域の人々の快適で安全な暮らしを支え続け
ている。

尾道食糧企業組合

　尾道市を中心に福山市・三原市などにも顧客を持つ同組合。遠方顧客宅への検針
はもとより、車両が入ることができず歩いて赴く必要のある顧客宅での検針もあるた
め、その業務負荷はとても大きかったという。プロパン部常務理事の妹尾充敏さんは
「狭い路地や山手に伸びる急な階段など、尾道ならではの風情ある美しい街並みが、検
針や配送業務にとっては仇となってしまって…」と語る。保安業務も兼任しているため、
検針作業中に「ガスがでない」「ガス臭い」「お湯がでない」などの連絡が入った場合に
は、今いる検針場所とは真逆の場所へ急行を余儀なくされることもあった。
　これらの課題解決に向け実施したLPWA機器の設置により、検針業務に要していた
４人×２日間ほどの時間を、現在は保安業務に充てることができている。また、事務所内
で異常検知が可能なため電話による原因確認の実施、遠隔での停止・復帰などにより
顧客の不安に対して迅速な対応が実現できていると話す。
　従来のシステムによる月１回の検針と過去の予測値による残量管理では、数値にム
ラがでてしまうため配送管理が難し
く、冬場の急な使用量変化に伴うガ
ス切れ危険水域への不安の解消も課
題としてあった。LPWA設置後はその
心配も減り、配送効率の向上にもつ
ながっている。「これまでは冬場、ガス
切れが心配で１本のボンベを抱えて
顧客宅へ向かったこともありました」
と話すプロパン部の杉原忠義さん。
今はそういった心配や精神的プレッ
シャーが減ったと笑顔をのぞかせた。

尾道ならではの課題とガス切れ不安の解消に向けて

（広島県尾道市)
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　２年にわたり補助金申請を行い、山間部や遠方を中心に顧客の59％ほどにLPWA
の設置が完了している同組合。補助金制度がスタートする以前から数十台のLPWAを
設置していたこともあり、使い慣れたシステムが良いという判断で既設のものと同じ
メーカーを選定。事前の周知にはチラシを配布、訪問時に説明を実施した。
　設置作業において、山間の顧客宅への設置は電波の状態が悪い箇所があるため
少々苦労を要したという。「安定した電波の入る設置位置を模索し何度も付け直しさせ
ていただいたり、中には２０ｍも通信線を延長した場所もありました」とプロパン部の
井上経朗さんは当時を振り返る。

電波不良も乗り越え、顧客の約59％への設置を完了

　ランニングコストや設置するエリアの課題の洗い出しを行うのはもちろんだが、申請
にあたり設置前後の写真のクオリティ確保も大切だと言う。写真が不鮮明で何度か再
撮影した経験に基づくアドバイスである。
　また、今後は時間外の緊急時対
応を委託している機関ともシステ
ム連携することで、夜間の緊急時
対応の効率化も図りながら、更に
お客さまの安心感を高めていきた
いと展望を語った。

設置を検討される企業へのアドバイスと今後の展望
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


